
Course Code 5111010 Term S1S2 Credits 2 

Course Title 民事法の基層と現代的課題 

Faculties 得津 晶 

Course 
Objectives/Overview 

民法、商法、民事訴訟法を中心とする私法分野を「政策論」として

分析するための考え方・実際の分析方法を身に着けることを本授業

の目標とする。 
私法領域は非常に広く、民法だけで法学部の授業単位数で 16 単位、

商法は 12 単位、民事訴訟法は倒産法も含めれば 12 単位もあり、さ

らに関連する法分野として消費者法等も含めればその範囲は膨大

となるため、コンテンツを網羅的に扱うことはしない。 
本授業では、近時の私法分野の法改正を対象に、改正目的と実際の

改正内容に照らして、その目的を達成しているのか、それを実証的

に分析するにはどのようなデータを集めればよいのか、検討を行

う。 
この授業は政策分析のための「準備」に当たる部分を担当するので

あって、実際にデータを集めて実証分析をするわけではないので受

講の差異には留意してほしい。 

 
Course Code 5111020 Term S1S2 Credits 2 

Course Title 公法の基層と現代的課題 

Faculties 宍戸 常寿／寺田 麻佑 

Course 
Objectives/Overview 

法学未修者のみならず、学部で公法を一通り勉強した学生であって

も、公法の全体を広い視野からもう一度理解し直したい者をも歓迎

する。前半は寺田（行政法）が担当する。公共政策の良き担い手や発

案者となることができるよう、「行政を動かし、コントロールして政

策を実現するための法」としての行政法を概観する。とりわけ、法執

行過程の全体を手続として捉えることができるようになることを目

標とする。後半は宍戸（憲法）が担当する。既存の法制度を評価し、

また新たに法制度を構想する際に必要な、憲法学の基本的な考え方

および概念を講義する。重点的にテーマをしぼり、また現実の具体

的な諸問題を素材にして、講義を進める。 

 
Course Code 5111030 Term S1S2 Credits 2 

Course Title 政策決定・行政統制論 

Faculties 齊藤 誠 

Course 
Objectives/Overview 

憲法判例百選・行政判例百選に収録されている多くの事例を見れば

わかるように、自治体行政、自治体立法は、公法関係紛争の生の現

場である。 
最新の地方自治関係判例から、憲法・行政法及び政策決定・行政統

制の重要な論点を含むものを選択して考究する。 



地方自治法の体系的な知識は受講の前提としないが、入門書等でア

ウトラインはつかんでおいて欲しい。その上で、国の議会・行政と

自治体議会・行政の類似面、異なる面についても、報告と討議を通

じて深めてもらいたい。 

 
Course Code 5111040 Term S1S2 Credits 2 

Course Title 行政組織法 

Faculties 太田 匡彦 

Course 
Objectives/Overview 

行政組織を編成し規律する法としての行政組織法について講義す

る。法学的観点からの考察であり、単純な制度設計論、政策論、政

官関係論ではないので注意すること。取り上げる主たる対象は、国

家行政組織と公務員法(国家公務員法）である（地方行政組織は、地

方自治法の授業で取り上げられる）。 
 行政法総論、とりわけ行政法を成り立たせる憲法上の基本原理に

ついては既に知見を得ていることが求められる。法学部との合併講

義であり、法学部科目の行政法第 1 部か公共政策大学院科目の公法

の基層と現代的課題を受講済であることを前提とする。 

 
Course Code 5111050 Term A1A2 Credits 2 

Course Title 財政法 

Faculties 藤谷 武史 

Course 
Objectives/Overview 

財政法は、文字通り「財政」を規律する法規範の体系であるが、政

治的・経済的動態性を本質とする財政を法学的に扱うことは、元来、

極めて困難な企てである。財政の法学的把握は未だ満足な水準に達

しておらず、しばしば現象の後追い的な記述に留まる。しかし、あ

る時期までの近代議会民主制の展開を主導したのが財政問題であっ

たこと、さらに財政が金融制度を介して市場経済社会のあり方と密

接に関わってきたことを考えれば、「財政の法学的把握」を巡る如上

の現状は、深刻な方法論的反省の対象とされて然るべきであろう。 
 斯様な問題意識に立脚する本講義は、(1)財政法学が議論すべき対象

としての「財政」を幅広い経済・社会構造の中で捉え、(2)方法論の

拡張によって実質的に意味のある「財政の法学的把握」を提示する

ことを目的とする。第 1 の側面では、最低限、財政と金融市場や通

貨秩序（いずれもその国際的側面を含む）の関係が視野に含まれる。

第 2 の側面では、現代財政の機能面での変質（例えば社会保障制度

による財政の時間軸の長期化）が財政法にいかなる質的変化をもた

らしたか、に注意が喚起され、この構造を把握しうる法的概念が探

究される。そのために、現在進行形であり未だ正解が（国際的にも）

確立していない財政上の諸問題、例えば、日本銀行による巨額の公

債保有、マイナス金利政策、財政規律ルール導入、「国富ファンド」

のガバナンス、政府調達における社会的政策追求などを具体的に論



じ、これらとの対峙を通して現代財政の実像に即した財政法学の体

系と課題を析出したい。 

 
Course Code 5111060 Term S1S2 Credits 2 

Course Title 地方自治法 

Faculties 巽 智彦 

Course 
Objectives/Overview 

行政法総論（各論と対比される意味でのそれ。行政組織法・行政作

用法・行政救済法）の基本的な知識が備わっていることを前提に、

地方自治に関わる法制の基本的な知識を習得することを目的とす

る。（法典としての）地方自治法をまんべんなく解説するのではな

く、近時のトピックに即して、関連する法制や裁判例を読み解く訓

練に重きを置く。学生からの報告、学生間のディスカッション等を

中心として、双方向・多面的なコミュニケーションを通じた学習を

行う。 

 
Course Code 5111070 Term A1A2 Credits 2 

Course Title 地方財政・租税論 

Faculties 神山 弘行 

Course 
Objectives/Overview 

民主的議会は「現在世代」の利害調整の場として機能してきました。

そのため，議会による財政統制は，現在世代が「まだ存在しない将

来世代」の利益を考慮に入れる範囲でしか，将来世代の利益が考慮

されないという構造的問題を内包しています。現在世代は将来世代

の利益をどのように（又どの程度）考慮するべきなのでしょうか。 
また，租税法は地域間差異（給与水準や必要生活費の地域差）につ

いて，捨象して議論を進めてきました。 
本演習では，世代間衡平という「時間（クロノス）」の視点と地域間

衡平という「空間（トポス）」の視点から，財政問題・社会保障問題

に加えて，環境問題などの地球規模課題について考察を加えてみる

ことにします。 

 
Course Code 5111080 Term S1S2 Credits 2 

Course Title 租税政策 

Faculties 神山 弘行 

Course 
Objectives/Overview 

租税法では，これまで経済学やファイナンス理論など関連社会科学

の知見を参照する形で法理論・法制度が発展してきました。本演習

では，ミクロ経済学やファイナンス理論だけでなく，行動経済学

（behavioral economics）や行動科学（behavioral science）などの知見も参

照することで，伝統的な議論では見落とされてきた租税法の構造や

暗黙の前提に光を当てることを目的とします。演習では，現行租税



法の理解更新という事実解明的分析(positive analysis)に加え，規範的

分析（normative analysis）の観点から立法政策論も扱うことになりま

す。 
本演習での知的活動を通じて，租税法の条文解釈や判例評釈の面白

さとは一味違う租税法研究の面白さや研究の多様性を楽しんで下

さい。 

 
Course Code 5111090 Term A1A2 Credits 2 

Course Title 立法学 

Faculties 梶山 知唯 

Course 
Objectives/Overview 

大学における法学教育は、実定法の解釈学を中心としたものである

が、本講義では、実定法の制定がどのように行われているかについ

て、立法過程、立法政策、立法技術等の視点から多角的に概説する。

経済社会に生起する諸問題の解決に向けて、一定の政策目標を最も

適切な形で実定法に組み込むための実践的な手法を学ぶことは、法

曹を志す者にとっても有益なものと考える。 
 講義に当たっては、進行中の事案も含め実際の立案事例を紹介する

とともに、可能であれば国会見学（講義外・任意参加）の機会を設

けるなど、立法という営為をリアルかつアクティブなものと感じら

れるように心がけたい。 

 
Course Code 5111110 Term A1A2 Credits 2 

Course Title 刑事政策 

Faculties 川出 敏裕 

Course 
Objectives/Overview 

現在の刑事政策に関わる様々なテーマにつき，その問題状況を把握

するとともに，あるべき解決策を探ることを目的とする。 

 
Course Code 5111120 Term S1S2 Credits 2 

Course Title 知的財産政策 

Faculties 加藤 浩 

Course 
Objectives/Overview 

知的財産権とは、特許権、商標権、意匠権、著作権などの総称であ

り、近年、国家政策としての重要性が高まっている。本講義では、

これらの知的財産権を対象とする知的財産政策について、基礎理論

を整理した上で、知的財産政策の経緯と現状について解説し、今後

の政策課題について考察することを講義のねらいとする。講義で

は、第一に、知的財産分野の主要なテーマごとに、知的財産政策に

ついて講義を行う。例えば、企業・大学における知的財産戦略、イ

ノベーション政策、秘密情報管理、安全保障などのテーマにおける

政策課題について考察する。第二に、文化政策や地域政策における



知的財産政策の現状と課題について解説し、クールジャパン戦略

（アニメ・マンガ、海賊版・模倣品）についても考察する。また、

文化多様性・生物多様性と知的財産政策との関連性についても考察

する。第三に、グローバルな視点から、知的財産政策について講義

を行う。例えば、途上国に対する開発支援や環境保全における知的

財産政策の役割について考察する。また、人権保護の観点を含めて、

医薬品行政・医療行政と知的財産政策の在り方について考察する。

受講生として、公共政策に関心のある文科系の学生・社会人だけで

なく、技術系の学生・社会人も想定し、最近のトピックス（SDGs、
オープンイノベーション、ＡＩ（人工知能）、ブランド戦略、安全保

障など）も適宜取りあげていく予定である。講師の意図としては、

知的財産法制・政策がどうなっているかより、なぜそうなっている

かを考えることに主眼を置いた講義を進めることとしたい。教科

書、参考書は、最初の講義で紹介するが、原則として、講義資料を

講師が作成して毎回、配布する。（希望者には、経済産業省、特許庁、

文部科学省、文化庁の見学などを実施する予定。） 

 
Course Code 5111150 Term A1A2 Credits 2 

Course Title 国際組織と法 

Faculties 森 肇志 

Course 
Objectives/Overview 

近年国際条約、とりわけ多数国間条約が数多く結ばれているが、こ

れらのうち、条約により運営機関が設置されるものが多くみられ、

条約体制と呼ばれるものが形成されている。それらは当該条約の適

用・履行確保さらには発展という、国際法の実現において大きな役

割を果たしている。また、こうした条約によるもの以外に、非拘束

的合意（ソフトロー）によるものの重要性も増している。 
そうした条約等の多くは、それを実施するための国内法や国内裁判

所による適用等を通じて、国内法平面においても、したがって国内

実務家にとってもますます重要になってきている。 
本演習では、こうした条約体制（国際組織を含む）の構造ならびに

実際の運用のあり方を、参加者のリサーチを中心に明らかにするこ

とを通し、現代国際法の現実の姿の一端を明らかにする。具体的イ

メージとして、森肇志他『分野別国際条約ハンドブック』（有斐閣・

2020 年）、とりわけその「概論」を参照されたい。 
本演習は法科大学院との合併授業である。 

 
Course Code 5111160 Term A1A2 Credits 2 

Course Title 国際経済法 

Faculties 伊藤 一頼 

Course 
Objectives/Overview 

国境を越えた経済活動は絶えず加速しており、特に貿易・投資の分

野においては明確な国際ルールの必要性が高いことから精緻な条約

システムが構築されている。本講義では、貿易分野における世界貿



易機関(WTO)、および投資分野における投資保護協定といった国際法

制度を中心に、その歴史や規律内容の理解を目的とする。また、地

域経済統合の進展や大国間の貿易摩擦など近年の新たな動向につい

ても解説を加える。これらを通じて、現代の国際経済関係を法的な

視点から読み解き、的確な分析を加えるための視点を獲得するとと

もに、国際経済法務に携わるうえで必要となる実践的な知識を身に

付けることが目標である。 

 
Course Code 5111170 Term Ｓ１ Credits 2 

Course Title 国際人権法 

Faculties 寺谷 広司 

Course 
Objectives/Overview 

今日、人権は国際社会における最も中心的な関心の一つであり、日

本でも法曹関係者を初め、多くの立法・行政機関関係者、民間団体

が「国際人権」に関与するようになってきている。この授業では、

人権の国際的保障の現状とあるべき姿について考察する。そのため

に、現行諸制度の仕組みと運用について理解を深めるのはもちろん

のこと、背景となる歴史と理論、特に国際法理論との連続を重視し

て討論する。 

 
Course Code 5111210 Term A1A2 Credits 2 

Course Title Introduction to Japanese Law 

Faculties Carol Lawson 

Course 
Objectives/Overview 

This course will help students understand the fundamentals of law in contemporary 
Japan.  
Students will gain at least a foundational grasp of the origins of Japanese law, and 
the key concepts that shape it today, both in isolation and in their social context.  
Students will learn to consider core areas of Japanese critically, discuss their 
perspectives with others, and draw on comparisons with other legal systems as 
needed.  
The course assumes no knowledge of Japanese law or law in general. 

 
Course Code 5112010 Term S1S2 Credits 2 

Course Title 政治学 

Faculties 谷口 将紀 

Course 
Objectives/Overview 

政治学Ⅰは、政治学の入門クラスです。広い意味での政治学関連科

目を勉強した経験がない人又は政治学の基本を学び直したい人を

対象に、一般教養としての政治学の学修を目標にします。基礎的な

知識を習得した上で、その知識を用いて自分の意見を考え、表現し、

また多様な見方を知ることを目指します。 



 
Course Code 5112030 Term S1S2 Credits 2 

Course Title 政治思想と公共政策 

Faculties 苅部 直 

Course 
Objectives/Overview 

政治思想上の諸問題は、政策を作り、運用する過程に、さまざまな

形で深くかかわっている。これは、いわゆる「公務員倫理」（あるい

は「政治倫理」？）といったような、決定者の心得にとどまるもの

ではない。現場で直面する、個々の課題について選択を迫られると

き、結論に至る筋道は多くの場合、何がいったい「平等」か、人のい

かなる「自由」を守るべきか、政府がなすことの限界をどうさだめ

るか、そもそも「政治」とはいったい何なのか……といった、原理上

の問いについて、当面する状況に適したアイディアを見いだす思考

作業と切り離せないのである。  
この授業は、担当者の報告と、参加者全員の討論による、演習形式

で行なう。研究者養成コースである大学院法学政治学研究科総合法

政専攻と合併。授業時間は毎回延長する。 

 
Course Code 5112040 Term S1S2 Credits 2 

Course Title 政策分析 

Faculties 田邊 國昭 

Course 
Objectives/Overview 

政策分析は、決定者に対してどのような政策的な選択肢が存在する

のかを示し、その効果やコスト等に関する情報を明らかにするもの

である。この授業においては、政府が社会経済に働きかける政策の

様々な手段という側面を中心的な視点にして考察してゆく。  
まず、最初に現在のガバナンスの変容が政策手段の選択にどのよう

な影響を与えているのか、その大きな動きについて論ずる。さらに、

政策の様々な手段を評価し、判断する軸として、どのような観点が

重要となるのかを議論する。次に、具体的な政策の事例を挙げなが

ら、（１）規制、補助金、直接供給等といった政府の用いる政策手段

の基礎的なレパートリーにどのようなものがあるのか、また、（２）

個々の政策手段には、どのようなメリットとディメリットが存在す

るのか、さらに（３）個々の政策手段が有効に機能する条件はどの

ようなものであるのか、について考察してゆきたい。この授業を通

じて、政策的な課題に対応するための手段的な選択肢についての一

定の見取り図を得、具体的な課題にそって具体的な手段を組み合わ

せ新たに構築してゆくための基礎的な能力を身につけることを目

的とする。 

 
Course Code 5112050 Term S1S2 Credits 2 

Course Title 自治体行政学 



Faculties 金井 利之 

Course 
Objectives/Overview 

本講義では、現代日本の自治体行政に関して、様々な特徴について

概説する。 
 行政学各論として、行政学一般を自治体に適用する講義を行う。 
 なお、行政学各論としての性格から、都市政治・自治体政治に関す

ることは、基本的には本講義の対象外かもしれないが、政治行政の

密接な関係から、重要な環境要因として解説する。また、自治体政

府相互の関係、あるいは、自治体政府と全国政府の関係は、政府間

関係論の領域かもしれないが、必要な範囲で、本講義でも言及する

ことはある。 

 
Course Code 5112060 Term S1S2 Credits 2 

Course Title 公共管理論 I 

Faculties 金井 利之／尾西 雅博 

Course 
Objectives/Overview 

公共政策の形成、実施、評価は、主として行政機関による組織的活

動である。組織活動を効果的に実施するためには、多数の要素から

構成されている組織活動の適切な「管理」が不可欠である。この授

業では、このような公共政策に関する管理を「公共管理」と捉え、

その基本的な考え方について述べるとともに、行政組織について、

「行政管理」のための資源と手法、病理、改革等の基本的事項につ

いて考察する。今年度も以前に引き続き、行政管理の中心的なテー

マであるとともに「基盤行政」ともされてきた、人事管理及び公務

員制度について、公務員制度改革にも焦点を当てながら講義を展開

する。 

 
Course Code 5112070 Term A1A2 Credits 2 

Course Title 公共管理論 II 

Faculties 大西 淳也 

Course 
Objectives/Overview 

（目標）行政プロセスの中での官僚の役割や機能等を理解する。と

りわけ、ヒトによって理解の異なる感のあるマネジメントについて

の理解を深める。 
（概要）政策の執行管理過程は企業の経営管理（業績管理会計）に

相当し、そこでは非財務指標が重要な働きをする。そこで、両者の

違いに言及しつつ、体系的な知識の取得と事例による理解を試みる。 
 なお、政策の執行管理過程を中心とする本講義と、政策の企画立案

過程を中心とする『政策分析・立案の基礎』の両方を履修すること

が望ましい。 
 また、英語科目の”Introduction to Management Accounting in Japan”との重

複履修は不可とする。 

 



Course Code 5112080 Term S1S2 Credits 2 

Course Title ポリティカル・メソドロジー 

Faculties 加藤 淳子 

Course 
Objectives/Overview 

政治学の方法論の基礎を身につけることを目的とする。比較の方法

を中心に、基本的なゲーム理論・社会的選択理論を含む合理的選択

理論、基本的な統計分析の考え方、歴史的アプローチを含む新制度

論、実験の方法など、政治学における分析手法を幅広く取り扱う。

これらの文献の多くは、海外の政治学博士課程プログラムでも読ま

れているものであり、この授業に参加することで、政治学の様々な

方法を包括的に理解することができる。 

 
Course Code 5112101 Term S1S2 Credits 2 

Course Title 国際政治経済Ⅰ 

Faculties 飯田 敬輔 

Course 
Objectives/Overview 

国際政治経済論は国際政治と国際経済は相互にどのように関係し

あっているのかを理論的かつ体系的に解明することを目標とする。

理論的枠組みとしては、現在の国際関係理論の主要理論であるリア

リズム、リベラリズム、コンストラクティビズムを中心に考察する。

応用分野としては、通商、通貨、金融、開発などのほか、環境問題

も扱う。 

 
Course Code 5112111 Term S1S2 Credits 2 

Course Title Global Conflicts & Cooperation 

Faculties ENDO Ken 

Course 
Objectives/Overview 

- to grasp the concept/nature of globalisation and its governance 
- to understand the variety of global issues and conflicts involved in them 
- to explore the cooperative ways in which to mitigate/settle/solve those conflicts 

 
Course Code 5112131 Term Ａ２ Credits 2 

Course Title Science, Technology and Public Policy 

Faculties MATSUO／ALEMANNO 

Course 
Objectives/Overview 

The development and diffusion of science innovative technologies is indispensable 
for modern society. However, despite its benefits, the development of science and 
technology is not without various risks and social problems. So far as we are going 
to make societal decisions for the use of science and technologies with diverse 
social implications that encompass both risks and benefits, sometimes involving 
values implications, there is a need for mechanisms of decision making and 
management of the development and utilization of science and technology. 
Decisions can be different depending on environmental, institutional and cultural 



conditions. In addition, innovative policy instruments/ mechanisms to deal with 
rapidly changing science and technology, including regulatory measures, are 
required for implementing decisions.  
 This course will deal with wide range of issues from local to global levels faced at 
the interface areas between science, technology and public policy from comparative 
perspective of Japan, the US and Europe. It offers key theoretical issues surrounding 
Science and Technology and provides students with the tools and frameworks, such 
as risk assessment/ management and transition management, to analyze them. This 
course invites students from both natural science backgrounds (i.e. the graduate 
school of engineering, new frontier science and so on) and social science 
backgrounds (graduate school of public policy, law and politics, and economics and 
public policy). We expect students to acquire interdisciplinary perspective in addition 
to their primary major, which is one of the critical skill in analyzing complex social 
technical issues posed by science and technology. 

 
Course Code 5112150 Term A1A2 Credits 2 

Course Title 政策過程論 

Faculties 田邊 國昭 

Course 
Objectives/Overview 

政策の決定・実施・評価の一連のプロセスについて検討する。政策

過程の政策課題の認識、課題設定、具体案の作成、意思決定(行政部

内、議会)、モニタリング・評価の各段階において、どのような要因

が影響するのか等に関する見取り図を与えることを意図する。ま

た、各々の段階で配慮すべき事項についても、具体的事例を素材に

検討する。 

 
Course Code 5112170 Term S1S2 Credits 2 

Course Title 現代日本政治 

Faculties 谷口 将紀 

Course 
Objectives/Overview 

・現代日本政治の主要なトピックスのうち、いくつかを選んで、さ

まざまなアプローチ（政治理論、政治史、計量政治学、数理政治学

など）を用いて分析します。 
・本授業は、法学部第７学期・大学院修士科目配当科目です。日本

政治入門ではありません。ただし、本学法学部以外から公共政策大

学院に進学した人、「日本政治」未履修の法学部生のために、本学法

学部の「政治学」「日本政治」と、あえて内容を重複させる部分があ

ります。 

 
Course Code 5112181 Term S1S2 Credits 2 

Course Title Modern Japanese Diplomacy 

Faculties LIPSY Phillip 



Course 
Objectives/Overview 

This course introduces students to the contemporary international relations of 
Japan. The foreign policymaking of Japan will be placed in broader context through 
reference to general theories of international relations, social scientific methods of 
causal inference, and relevant contemporary policy issues. The course will be 
conducted entirely in English. 

 
Course Code 5112191 Term A1A2 Credits 2 

Course Title Policy Process and Negotiation 

Faculties AOKI Naomi 

Course 
Objectives/Overview 

This course aims to enhance students’ understanding of public policy processes. 
The class format combines lectures and case discussions. The lectures cover 
theories and empirical research findings, as well as real-world examples, and the 
treatment of topics is comparative and international in scope; this approach helps 
students to look at their own countries from an outside perspective and to see their 
distinctiveness. Students are asked to critically evaluate trade-offs involved in policy 
processes, which can vary considerably, especially at the international level. A 
comparative approach comes at the expense of in-depth analyses of single national 
or local cases – a gap students are encouraged to fill when they write reflection 
essays. Given the lecturer’s background, the course will be taught mostly from a 
public administration perspective, with some interdisciplinary influences. 

 
Course Code 5112195 Term S1S2 Credits 2 

Course Title Field Seminar in International Relations 

Faculties AOI Chiyuki 

Course 
Objectives/Overview 

This course provides an overview of the key issues and theories of global and 
international affairs. Introductory sessions will cover core theories as well as 
integrating concepts to help understand International Relations as a complex 
interplay between power and interests, cooperation and discord; institutions and 
norms, and diverse actors. Subsequent weeks will apply these concepts to selected 
issue areas including security and war; peacekeeping and humanitarian 
intervention; insurgency and counterinsurgency; science and technology, and global 
public goods such as climate change. 
It is anticipated that students will develop a deeper and more nuanced 
understanding of the complexities of the international system in the 21st century. 
Through prescribed academic writings, students are directed to the linkage between 
emerging global events and to think critically about how the global agenda of the 
new millennium will be shaped by drivers such as globalisation, cooperation and 
discord, and major power transitions.  
The following outcomes are emphasized: 
1.An ability to approach both theoretical debates and foreign policy outcomes with 
diverse analytical tools 
2.The ability to collate and evaluate arguments from different sources and 
perspectives 
3.The ability to formulate and articulate views coherently in written and oral forms 
4.Critical thinking, analytical and reading skills 



 
Course Code 5112211 Term A1A2 Credits 2 

Course Title Comparative Analysis of Japanese Economic Policy-Making Process 

Faculties HAYASHI Ryozo／YOSHIKAWA Hisashi 

Course 
Objectives/Overview 

The objective of this course is to understand Japanese economic policy-making 
process from comparative perspective through the analysis of post-war economic 
development including Abenomics. 
While policymaking process is essentially determined by the interaction of history, 
national value system and institution, economic policy is heavily influenced by the 
coalition of legislator, relevant executive officials and interest groups with some 
participation of public. After walking through the establishment of basic structure at 
Meiji Restoration and major modification, we will compare Japanese system with 
other major economies including US and UK. 
Student will be expected to make short presentation. 
Class will be conducted in English. Students are encouraged to actively participate 
in the class. 

 
Course Code 5112220 Term A1A2 Credits 2 

Course Title Governance and Development 

Faculties MOTODA Yuka 

Course 
Objectives/Overview 

The objectives of the course are: 1) to give students a historical understanding of 
the context of the rise and fall of major development theories on which donors have 
based their aid policies; 2) to deal with the ways in which current international 
development cooperation takes place in the areas at issue - with the primary focus 
being placed on ‘governance’ amongst them; 3) to provide a critical assessment of 
the ways in which the concept of ‘governance’ and the role of state are framed 
through international development discourse in general and development aid in 
particular. 
By the end of the course, students will be able to understand firstly why a certain 
theory was emerged at a certain point of history and why it was adopted by donors, 
and how it was turned into their aid policies. Secondly, students will deepen their 
understandings of the impact of implemented aid policies on recipient states’ 
governments and societies at large - i.e. the governance of recipient states. Thirdly, 
students will be able to follow up emergent ‘unorthodoxies' that challenge the 
dominant discourse on governance and development in the international aid 
industry. 

 
Course Code 5112241 Term A1A2 Credits 2 

Course Title Politics and Public Policy 

Faculties MAEDA Kentaro 

Course 
Objectives/Overview 

This course is a graduate-level introduction to political science. Students will become 
familiarized with the major concepts and theories in the discipline through topics 
such as the state, democracy, political parties, and elections. In addition, the course 



will cover public policy issues such as economic policy and foreign policy. 
However, this course is more than just an introduction. For the academic discipline 
known today as "political science" in the English-speaking world is a body of 
knowledge that originated in ancient Greece, passed through modern Europe, and 
developed in the United States in the 20th century. Theories that claim to be 
universally applicable are in fact deeply rooted in the Western societies. 
Therefore, this course aims to rethink political science in a non-Western context. 
What does the history of Japan tell us about theories that are based on the historical 
experiences of Britain or Germany? Is there a distinctively East Asian perspective 
on politics? What are the problems of applying theories to countries that lack the 
economic or cultural conditions that originated them? By addressing these questions 
through a close reading of the major texts, this course explores a more inclusive way 
of thinking about politics. 

 
Course Code 5112243-5 Term S1S2 Credits 2 

Course Title 民族問題と地域紛争 

Faculties 松里 公孝 

Course 
Objectives/Overview 

国際社会がかねてより直面していながら自覚化されていない問題

を検討する。「民族は構築される（作られる）というのなら、なぜ紛

争を避ける方向で民族範疇を設定できないのか」、「分離政体は、な

ぜ連邦制では満足できないのか。苦しい非承認状態に耐えるのか」、

「マイノリティよりもむしろ基幹民族（マジョリティ）の位置付け

が国家建設の危機を呼ぶことが多いが、それはなぜか」、「この戦争

においては正教会が反戦的でないのはなぜか」などである。紛争を

観察しながら、問いを立てる能力そのものを涵養する。 

 
Course Code 5112250 Term A1A2 Credits 2 

Course Title Introduction to Social Science 

Faculties ORSI Roberto 

Course 
Objectives/Overview 

At the end of the course, the student should have familiarised with the key concepts 
informing epistemological and methodological debates in social science, such as 
hypothesis, theory, falsification, verification, covering law, causality, with particular 
consideration for positivistic paradigms and anti- or post-positivistic reactions. 
The student should be aware of the specific difficulties of social scientific disciplines 
in studying human societies arising from the problematic separation between the 
studied object and the studying subject, and the link between social science and the 
political dimension. 
He should familiarise with problems of social research design, starting from the 
specificities characterizing the various stages of social science research. 
The student should become aware of the functional classification of social science 
methods in qualitative and quantitative, familiarising with a number of techniques in 
both domains, while grasping that contemporary social research increasingly 
requires the application of different methods and interdisciplinary approaches, 
which also lead to the necessity of teamwork coordination. 
The course also aims at providing a large variety of examples where the concepts 



and principles described above find their application and didactic clarification. Those 
examples will focus in particular on the study of technology and its social impact. 
Finally, the student should become aware of the moral implications, limits and rules 
informing social science research, as well as of the role and importance of effective 
communication in the social sciences. 

 
Course Code 5112260 Term A1A2 Credits 2 

Course Title Introduction to International Politics 

Faculties ORSI Roberto 

Course 
Objectives/Overview 

At the end of this course, the student should have familiarised with a series of 
ongoing discussions concerning the nature of international politics, both in its 
theoretical articulation and in its several sectorial dimensions. International political 
theory will be introduced through an analysis of the ma-jor schools of thoughts 
providing a definition of what international politics is about (ontology) and how it is 
supposed to be studied (epistemology). For this initial part (Lectures 1-7), the 
students will become familiar with the concepts of realism, Realpolitik, anarchy, 
power, national interest, zero-sum-game, relative vs. absolute gain, polarity, 
globalisation, sphere of influence, intervention, human rights, emancipation. A 
second group of four lectures introduces specific sub-disciplines and study fields in 
international politics, dealing with geopolitics, international political economy, 
international organisation, and international environmental issues. Student will 
become acquaint-ed with the influence that geography exercises on the life of 
political communities, and how much of international political debates and struggles 
revolve around the position of a certain state within the economic architecture of the 
globe. International organisations will be illustrated as the key component of a highly 
interconnected world in need of governance structures, however tenuous. A strong 
emphasis will be put on environmental questions, particularly climate change, and 
the student will familiarise with the specific difficulties characterising environment 
protection in a glob-alised world with high levels of resource competition. 

 
Course Code 5112265 Term Ｓ２ Credits 2 

Course Title Introduction to Public Management 

Faculties AOKI Naomi 

Course 
Objectives/Overview 

This course aims to introduce selected topics of public management research and 
reform discourse. It is designed to serve students who aspire to work for a public 
organization or to become informed citizens who can critically assess the functioning 
of their government organizations. The lectures cover theories and empirical 
research findings, as well as real-world examples, and the treatment of topics is 
comparative and international in scope; this approach helps students to look at their 
own countries from an outside perspective and to see their distinctiveness. It also 
helps students to see trade-offs involved in different approaches to public 
management, which can differ substantially at the international level. Discussions 
are based on cases and questions prepared by the instructor. 

 



Course Code 5113007 Term Ｓ１ Credits 2 

Course Title Principles of Microeconomics 

Faculties OGAWA Hikaru 

Course 
Objectives/Overview 

This course covers the introductory microeconomics to students who are not 
majoring in Economics. It provides key concepts, economic ideas, and a framework 
for learning about microeconomics. The course places primary emphasis on the role 
of market, and then analyzes the role of government in the market. 

 
Course Code 5113009 Term S1S2 Credits 2 

Course Title Principles of Macroeconomics 

Faculties HATTORI Takahiro 

Course 
Objectives/Overview 

- 

 
Course Code 5113016 Term A1A2 Credits 4 

Course Title Microeconomics for Public Policy 

Faculties IIZUKA Toshiaki 

Course 
Objectives/Overview 

This is an introductory course in microeconomics, which covers the fundamental 
theories of the consumer, the firm, and markets. Emphasis will be on applying these 
theories to understanding and evaluating real world events so that the student 
learns to think like an economist. It assumes no prior knowledge of economics, and 
some of high school level mathematics and graph based reasoning will be used. 

 
Course Code 5113017 Term A1A2 Credits 1 

Course Title Practice Session for Microeconomics for Public Policy 

Faculties IIZUKA Toshiaki 

Course 
Objectives/Overview 

Under the supervision of Prof. Iizuka, the TA will go over some lecture materials, 
problem sets and homework materials. 

 
Course Code 5113018 Term S1S2 Credits 4 

Course Title Macroeconomics for Public Policy 

Faculties WATANABE Tsutomu 

Course 
Objectives/Overview 

This course introduces the basic concepts of macroeconomics, which provides 
standard framework and statistics used in macroeconomic policy debates. Students 
will learn the systematic method toward understanding of markets and why markets 
sometimes fail to achieve full employment or economic growth. The goal of this 
course is to prepare students to read the literature on macroeconomic policy 



debates by themselves. This course will provide the basis for further studies in such 
fields as monetary economics and policy, economic growth and development, public 
finance and social securities, banking and finance, and international trade and 
finance. 

 
Course Code 5113019 Term S1S2 Credits 1 

Course Title Practice Session for Macroeconomics for Public Policy 

Faculties WATANABE Tsutomu 

Course 
Objectives/Overview 

Practice Session for Macroeconomics provides discussion series that complement 
Macroeconomics for Public Policy (5113018). 

 
Course Code 5113021 Term S1S2 Credits 4 

Course Title Microeconomics 

Faculties WATANABE Yasutora 

Course 
Objectives/Overview 

The purpose of this course is to develop understandings of microeconomic analysis. 
We study how economic agents, such as consumers and firms, make choices, how 
the choice of the economic agents results in market outcomes, and how it affects 
the welfare of the consumers and the profits of the firms. Given that this course is 
offered in the graduate school of public policy, we pay more attention to the policy 
implication of the analysis. 
The first half of the course will cover the standard price theory. After covering the 
partial equilibrium analysis, we dig deeper into consumer behavior and producer 
behavior, and then equilibrium under monopoly and competitive market. In the 
second half of the course, we cover strategic interaction (game theory), 
externalities, public goods, models of imperfect competition, asymmetric 
information, and other related topics. 

 
Course Code 5113031 Term S1S2 Credits 1 

Course Title Practice Session for Microeconomics 

Faculties WATANABE Yasutora 

Course 
Objectives/Overview 

The purpose of this course is to develop understandings of microeconomic analysis. 
We study how economic agents, such as consumers and firms, make choices, how 
the choice of the economic agents results in market outcomes, and how it affects 
the welfare of the consumers and the profits of the firms. Given that this course is 
offered in the graduate school of public policy, we pay more attention to the policy 
implication of the analysis. 
The first half of the course will cover the standard price theory. After covering the 
partial equilibrium analysis, we dig deeper into consumer behavior and producer 
behavior, and then equilibrium under monopoly and competitive market. In the 
second half of the course, we cover strategic interaction (game theory), externalities, 
public goods, models of imperfect competition, asymmetric information, and other 
related topics. 



 
Course Code 5113041 Term A1A2 Credits 4 

Course Title Macroeconomics 

Faculties NAKATA／HINO 

Course 
Objectives/Overview 

Learn basic tools of macroeconomics 

 
Course Code 5113051 Term A1A2 Credits 1 

Course Title Practice Session for Macroeconomics 

Faculties NAKATA／HINO 

Course 
Objectives/Overview 

To review what's covered in "5113041:Macroeconomics."  
To help students learn programming and data analysis skills. 
Students enrolled in 5113041:Macroeconomics must take this practice-session 
course. 

 
Course Code 5113060 Term S1S2 Credits 4 

Course Title 統計分析手法 

Faculties 陣内 悠介 

Course 
Objectives/Overview 

統計学の基礎理論を習得し、データ分析のスキルを身に付けるこ

と。 

 
Course Code 5113061 Term A1A2 Credits 4 

Course Title Statistical Methods 

Faculties SHIGEOKA Hitoshi 

Course 
Objectives/Overview 

This is an introductory course in statistics and econometrics. The objective of the 
course is to make students become familiar with how to use and interpret basic 
descriptive statistics, probability distributions, point and interval estimations, 
hypothesis testing, forecasting, and simple regression analysis. The course will 
focus 
on concepts and practice needed for understanding the existing empirical studies as 
well as for carrying out their own empirical works in economics. Students will learn 
how to apply the methods presented in class to real dataset through computer 
exercises using the econometric software (mainly STATA or R). 

 
Course Code 5113065 Term A1A2 Credits 1 

Course Title Practice Session for Statistical Methods 



Faculties SHIGEOKA Hitoshi 

Course 
Objectives/Overview This is a practice session that complements Statistical Methods (5113061). 

 
Course Code 5113074 Term S1S2 Credits 4 

Course Title Econometrics for Public Policy 

Faculties KAWAGUCHI Daiji 

Course 
Objectives/Overview 

This course introduces basic econometrics that is indispensable to evaluate the 
effectiveness of public policies. 

 
Course Code 5113075 Term A1A2 Credits 4 

Course Title Econometrics for Public Policy 

Faculties CHEN Stacey 

Course 
Objectives/Overview 

This course introduces contemporary methods for empirical studies and 
demonstrates how to apply those methods to data and interpret estimation results. 

 
Course Code 5113084 Term S1S2 Credits 1 

Course Title Practice Session for Econometrics for Public Policy 

Faculties KAWAGUCHI Daiji 

Course 
Objectives/Overview 

This course is a companions course of Econometrics for Public Policy.  
This practice session guides you how to implement econometric methods introduced 
in the lecture using statistical package software. 

 
Course Code 5113085 Term A1A2 Credits 1 

Course Title Practice Session for Econometrics for Public Policy 

Faculties CHEN Stacey 

Course 
Objectives/Overview 

A companion course to Econometrics for Public Policy, this course guides students 
on implementing econometric methods introduced in the lecture using STATA, a 
statistical software for data science. 

 
Course Code 5113090 Term A1A2 Credits 4 

Course Title 公共政策の経済評価 

Faculties 岩本 康志／鎌江 伊三夫 

Course 
Objectives/Overview 

政策形成をより合理的なものに改善していくためには、政策分析の

質的向上が必要である。 



なかでも、政策の効果を経済学的に分析することは、その結果を肯

定するにせよ、否定するにせよ、政策形成上必須であろう。しかし、

これまで、政策の効果を経済学的に分析することは日本の政策現場

では伝統的に軽視されてきた。 
本科目の主要な目標は、以下の 2 つである。1 つは、費用便益分析

の標準的な教科書に基づいて費用便益分析の全体像を習得するこ

とである。もう 1 つは、費用便益分析の知識を理解するには現実の

事象への応用が不可欠という観点に立ち、受講者がグループに分か

れ、社会資本投資、市場設計、規制評価等、自ら選んだ事例につい

て費用便益分析を行うことである。 
なお、ミクロ経済学、マクロ経済学及び統計学の素養が前提となる

が、高度な経済学的分析を追求するものではなく、前提とする水準

は「Principles of Microeconomics」及び「統計分析手法」程度である。 

 
Course Code 5113100 Term A1A2 Credits 1 

Course Title 公共政策の経済評価実習 

Faculties 岩本 康志 

Course 
Objectives/Overview 

「公共政策の経済評価」の理解を深めるため、演習問題や、費用便

益分析を現実に適用するための実習を行う。 

 
Course Code 5113152 Term S1S2 Credits 2 

Course Title International Trade Policy 

Faculties KUCHERYAVYY Konstantin 

Course 
Objectives/Overview 

This is an introductory class to International Trade. In the class we will address the 
main issues associated with international trade: 
- Is free trade beneficial to countries? 
- What are the potential consequences of trade liberalization? 
- What are the ways trade can improve country's welfare? 
- How does trade impact income inequality? 
- Who are the winners and losers from trade? 
- What are the right trade policies? 
While answering these questions, we will cover some of the main theories of 
international trade: Ricardian, Heckscher–Ohlin, Krugman, and Melitz models. The 
focus will be in understanding these theories on the conceptual level, rather than 
going into in-depth mathematical details of these models. 

 
Course Code 5113161 Term Ａ１ Credits 2 

Course Title International Financial Policy 

Faculties 植田 健一 

Course 
Objectives/Overview 

Understand objectives and effects of key policies in international finance from both 
theoretical and empirical perspectives. In particular, this course focuses on a 



fundamental question: How does, and should, the international financial system play 
roles in two important macroeconomic phenomena, i.e., business cycle and 
economic growth? In addition, this course covers frequently discussed recent policy 
issues such as monetary union, international reserve, and spillovers of 
macroeconomic policies to other countries. 

 
Course Code 5113180 Term A1A2 Credits 2 

Course Title Development Economics: Microeconomic Approach 

Faculties TAKASAKI Yoshito 

Course 
Objectives/Overview 

The objective of this course is to understand the basic concepts and methods of 
development microeconomics. It is designed for a wide range of students who are 
interested in international development. It covers development, poverty, inequality, 
vulnerability, program evaluation, demography, health, education, labor, migration, 
social protection, and finance. This lecture course is offered in English. 

 
Course Code 5113190 Term S1S2 Credits 2 

Course Title Development Economics: Macroeconomic Approach 

Faculties 植田 健一 

Course 
Objectives/Overview 

Understand key policy issues in macro development from both theoretical and 
empirical perspectives. First, students are expected to build theoretical foundations 
through neo-classical growth theory and the new growth theory. Second, students 
are expected to build empirical foundations through key data analyses for the catch-
up process of developing countries. Third, students are expected to recognize 
various barriers to economic development, the effects of removing barriers in the 
development process (of now advanced countries), and policy implications from the 
related studies. In addition, students are expected to find that key barriers lie in the 
financial system and the labor markets as well as in the social institutions (e.g., 
family and environment). 

 
Course Code 5113240 Term S1S2 Credits 2 

Course Title Economic Analysis of Public Sector 

Faculties KISHISHITA Daiki 

Course 
Objectives/Overview 

This course covers the fundamentals of economic analysis of public sector (so called 
"public economics"). Specifically, we focus on some of the relevant issues in public 
economics and attempt to understand their key concepts using the tools of 
microeconomics. 

 
Course Code 5113245 Term A1A2 Credits 2 

Course Title Essential Academic Skills 

Faculties LOU Yichuan 



Course 
Objectives/Overview 

On the completion of this course the student will demonstrate the ability to (1) 
independently research, structure, and write an economics-related text that 
respects the conventions of academic writing (2) prepare and give an oral 
presentation clearly and communicate effectively 

 


